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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月1日(2010.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号を順次出力する撮像手段と、
　前記撮像手段から順次出力された画像信号から、時間的に連続したＬ（Ｌは、３以上の
整数）フレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続しないＭ（Ｍは、Ｌより小さくか
つ２以上の整数）フレームの画像信号を加算して動画像用画像信号を生成する第１の加算
手段と、
　前記Ｌフレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続したＮ（Ｎは、Ｌより小さくか
つ２以上の整数）フレームの画像信号を加算して静止画像用画像信号を生成する第２の加
算手段と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　撮像手段から順次出力された画像信号から、時間的に連続したＬ（Ｌは、３以上の整数
）フレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続しないＭ（Ｍは、Ｌより小さくかつ２
以上の整数）フレームの画像信号を加算して動画像用画像信号を生成する第１の加算工程
と、
　前記Ｌフレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続したＮ（Ｎは、Ｌより小さくか
つ２以上の整数）フレームの画像信号を加算して静止画像用画像信号を生成する第２の加
算工程と、を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記の目的を達成するため、本発明の実施形態に係る撮像装置は、
　画像信号を順次出力する撮像手段と、
　前記撮像手段から順次出力された画像信号から、時間的に連続したＬ（Ｌは、３以上の
整数）フレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続しないＭ（Ｍは、Ｌより小さくか
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つ２以上の整数）フレームの画像信号を加算して動画像用画像信号を生成する第１の加算
手段と、
　前記Ｌフレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続したＮ（Ｎは、Ｌより小さくか
つ２以上の整数）フレームの画像信号を加算して静止画像用画像信号を生成する第２の加
算手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上記の目的を達成するため、本発明の、さらに他の実施形態に係る撮像装置の制御方法
は、
　撮像手段から順次出力された画像信号から、時間的に連続したＬ（Ｌは、３以上の整数
）フレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続しないＭ（Ｍは、Ｌより小さくかつ２
以上の整数）フレームの画像信号を加算して動画像用画像信号を生成する第１の加算工程
と、
　前記Ｌフレームの画像信号のうちの互いに時間的に連続したＮ（Ｎは、Ｌより小さくか
つ２以上の整数）フレームの画像信号を加算して静止画像用画像信号を生成する第２の加
算工程と、を有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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